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ま
ち
づ
く
り
の
道
み
ち
し
る
べ標

　
「
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
」
を
見
直
し
ま
し
た

総合計画とともに
市のまちづくりの方向性を示します

　
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な
計
画
で
す
。

　
市
制
施
行
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
「
道
標
」
と
し
て
定
め
た
「
野
々
市

市
第
一
次
総
合
計
画
」
は
、
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
現
状
や
社
会
動
向
の
変
化
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
行
い
、

「
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
【
中
間
見
直
し
】」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
知
る
・
興
味
を
持
つ
」
を
協
働
の
入

り
口
と
し
、「
市
民
発
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
る
」
を
、
最
も
実
践
的
な
協
働

と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
市
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
つ
な
が
り
、
市
民
発
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
、

「
市
民
協
働
の
実
践
」
を
目
指
し
ま
す
。

※「社人研（平成 25 年３月）」･･･ 国立社会保障・人口問題研究所が平成 25 年３月に行った推計値

見直しポイント２　市民協働の実践
　本市では、将来都市像を実現するため、「ともに創

つく
り　ともに育

はぐく
む」市民

協働のまちづくりを進めています。
　これからの５年間では、「まちづくり基本条例」の制定などにより築いた
協働の土台の上に実践を積み重ね、「市民協働のステップ」により将来都市
像の実現を目指します。

見直しポイント１　目標人口
　本計画の目標年次である平成 33年度の人口を
54,000 人としていましたが、平成 27年国勢調査で
の本市の人口は 55,099 人であったため、目標人口を
58,000 人に見直します。

将来都市像

人
ひと

の和
わ

で　椿
つばき

十
じゅっ

徳
とく

　生
い

きるまち

「
野
々
市
市
行
政
改
革
大
綱
（
第
６
次
）」

「
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画

第
五
次
実
施
計
画
」

　
「
野
々
市
市
行
政
改
革
大
綱
（
第
５
次
）」
の
推
進

期
間
満
了
に
伴
い
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
「
野
々
市

市
行
政
改
革
大
綱
（
第
６
次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

野
々
市
市
行
政
改
革
大
綱
（
第
６
次
）
で
は
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け

た
考
え
方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
公
共
の
経
営
」
を

実
践
し
ま
す
。「
公
共
の
経
営
」
は
、
市
民
が
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
り
、
市
民
協
働
を
支
え
る

大
き
な
力
と
認
識
し
、
行
政
と
市
民
が
と
も
に
地

域
資
源
の
効
果
的
な
活
用
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

次
の
３
つ
の
改
革
ご
と
に
、
計
20
の
推
進
項
目

を
設
け
ま
し
た
。
改
革
ご
と
の
推
進
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画　
実
施
計
画
」
は
、
将
来
都
市
像

の
実
現
に
向
け
、
今
後
３
年
間
に
お
け
る
中
期
的
な
取
組
方
針
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る「
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画　
第
五
次
実
施
計
画
」を
策
定
し
、

次
の
政
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
政
策
１　
一
人
ひ
と
り
が
担
い
手
の
ま
ち

　
　
　
　
　
【
市
民
生
活
】

　
姉
妹
都
市
交
流
の
拡
充
や
、
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
の
招
致

に
よ
る
外
国
人
住
民
へ
の
支
援
等
の
強
化
な
ど
、
市
民
生
活
の
分

野
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
政
策
２　
生
涯
健
康　
心
の
か
よ
う
福
祉
の
ま
ち

　
　
　
　
　
【
福
祉
・
保
健
・
医
療
】

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
や
、
こ
れ
ま
で
全
国
一
律
で
あ
っ

た
訪
問
や
通
所
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
変
化
さ
せ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の

分
野
に
つ
い
て
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
政
策
４　
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
人
が
住
む
ま
ち

　
　
　
　
　
【
環
境
】

　
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
生
き
物
調
査
や
水
質
調
査
な
ど
体

験
教
室
の
開
催
や
、
新
市
営
墓
地
の
整
備
の
推
進
な
ど
、
環
境
の

分
野
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
市
役
所
２
階
市
政
紹
介
コ
ー
ナ
ー
（
総

務
課
前
）、
市
立
図
書
館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。　

    　
　

 

　
企
画
課　
☎
２
２
７・６
０
２
８

組織改革
戦略的な人材の確保・育成と
生産的な組織づくり

『女性の活躍推進』
　女性の視点や強みを生かした、行政
サービスの質の向上と、本市の魅力づく
りを目指します。

『協働のネットワークづくり』
　市民と行政のつながりの強化だけでな
く、市民同士のつながりの強化による新
たな活動の誘発を目指します。

『オープンデータ活用の推進』
　市民からの提案の根拠となる情報の公開や共有を目指
します。

『公有地・施設の計画的管理・活用』
　中長期的な視点での公有地・施設の管理によるコスト
削減だけでなく、市民協働の活動拠点の整備や活用の推
進を目指します。

業務改革
行政主導の協働の強化と
行政サービスの効率化

財政改革
公平負担による財源の確保と
メリハリをつけた適切な投資

『総合計画及び行政改革の評価・
進捗管理』
　計画の進捗管理を行うこと
で、重点投資分野の成果の見え
る化を図るだけでなく、市民発
の協働事業に対する資源配分の
拡大を目指します。


